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ト
縮
減
と
財
源
確
保
の
明
確
化
に
努
め
、
重
要
度
の
高
い
事
業

へ
重
点
的
に
人
（
ヒ
ト
）・
物
（
モ
ノ
）・
金
（
カ
ネ
）
の
経
営

資
源
を
集
中
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
に
新
た
な
手
法
の
導
入
を
検
討
し
た
り
、
関

連
す
る
事
業
間
で
調
整
を
行
っ
た
り
し
て
、
将
来
の
財
政
負
担

の
軽
減
を
念
頭
に
お
い
て
事
業
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
求
め

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い
観

点
で
す
べ
て
の
事
業
を
見
直
し
、
職
員
の
知
恵
と
工
夫
と
に
よ

り
、
町
民
の
視
点
に
立
っ
た
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
す
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

重
点
事
業
の
概
要

重
点
事
業
の
概
要

定
住
促
進
対
策
事
業

　

少
子
化
の
進
展
す
る
当
町
に
若
者
世
帯
を
呼
び
込
む
こ
と
で

地
域
社
会
の
活
性
化
を
促
す
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
町
内

に
新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
若
者
夫
婦
世
帯
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
に
取
得
し
た
「
旧
雇

用
促
進
住
宅
野
上
宿
舎
」
を
活
用
し
て
若
者
の
定
住
化
を
推
進

し
ま
す
。

　

基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
、
町
が
施
策
を
実
施
す
る
う
え
で

基
本
的
な
考
え
と
す
る
、
５
つ
の
基
本
理
念
、

・
若
い
世
代
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
安
心
と
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
の
支
え
合
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
町
民
と
の
協
働
と
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
公
共
事
業
の
コ
ス

蓬
莱
島
公
園
整
備
事
業

　

県
か
ら
譲
与
さ
れ
た
蓬
莱
島
と
そ
の
周
辺
地
域
を
新
た
な
観

光
拠
点
と
な
る
よ
う
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
蓬
莱
島
は
春

に
な
る
と
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
山
つ
つ
じ
が
多
く
自
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
観
光
資
源
と

し
て
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
障
が
い
者
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

　

４
月
に
開
所
す
る
高
齢
者
障
が
い
者
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
の
地
域
拠
点
と
な
る
機
能
と
障
が
い

者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
て

お
り
、
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
活
動
の
拠
点
に
な
る
よ
う
、
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
の
項
目
別
施
策
の
概
要

基
本
計
画
の
項
目
別
施
策
の
概
要

　

快
適
な
環
境
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
交
通

体
系
の
整
備
や
防
犯
・
防
災
、
危
機
管
理
な
ど
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
の
、
生
活
に
直
結

し
た
施
策
が
中
心
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
た
通
称
「
南
桜
通

り
」
の
改
良
の
ほ
か
、
幹
線
道
路
を
含
め
た
町
道
７
路
線
の
新

設
改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
施
設
・
設
備
の
整

備
事
業
や
維
持
管
理
事
業
な
ど
、
有
事
に
備
え
た
事
業
に
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
等
資
金
助
成
事
業
と
温
暖
化
対
策
事
業
を
今
年
度
も
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
児
童
な
ど
に
対
す
る
福
祉
、
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見

の
ほ
か
健
康
づ
く
り
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
介
護
保
険
と
い
っ
た
保
険
制
度
に
関
す
る
施
策
が
中
心
で

す
。

　

今
年
度
も
、
秩
父
郡
市
医
師
会
管
内
で
の
、
こ
ど
も
医
療
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
の
医
療
費
の

窓
口
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
政
方
針

施
政
方
針

長
瀞
町
長　

長
瀞
町
長　

大大  

澤澤  

タタ  

キキ  

江江

　

３
月
12
日
㈬
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会

で
、
町
長
が
新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
政
運
営
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
方
針

予
算
編
成
の
方
針

快適な環境と安心して暮せるまちづくりの主な事業
事　業　名 金　　額

県消防協会消防ポンプ操法大会事業 320万9千円
消防設備整備事業 432万円
非常備消防事業 1,358万8千円
防災無線維持管理事業 432万7千円
道路新設改良事業 6,060万円
道路維持管理事業 430万1千円
温暖化対策事業 155万円
下水処理事業 2億7,524万6千円
し尿処理事業 4,358万3千円
上水道事業 4,388万5千円
定住促進対策事業 1,016万8千円
若者定住促進住宅整備事業 6,620万円
幹線１号線（南桜通り）整備事業 1億3,000万円
蓬莱島公園整備事業 2,017万3千円
住宅管理事業 1,197万8千円

健康で生きがいのあるまちづくりの主な事業
事　業　名 金　　額

高齢者障がい者いきいきセンター運営管理事業 390万円
福祉関係計画策定事業 1,003万8千円
障害者自立支援給付費事業 1億2,153万7千円
社会福祉協議会補助事業 2,670万円
シルバー人材センター補助事業 1,030万円
児童保育事業 1億3,868万3千円
児童手当事業 1億1,560万2千円
放課後児童クラブ事業 1,578万4千円
成人健康推進事業 897万3千円
予防接種事業 1,548万2千円
ちちぶ医療協議会事業 1,000万円
重度心身障害者医療費支給事業 2,164万8千円
こども医療費支給事業 1,688万円
国民健康保険事業 7,962万3千円
介護保険事業 1億183万5千円
後期高齢者医療事業 1億127万1千円
老人保護措置事業 653万8千円
老人福祉施設運営事業 304万8千円
ひとり親家庭等医療費支給事業 229万3千円
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ま
た
、
当
町
は
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
り
、
観
光
客
の

需
要
の
多
様
化
や
国
際
化
な
ど
の
進
展
か
ら
多
彩
な
観
光
情
報

の
配
信
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
言
語
に
対
応
し
た
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
広
報
活
動
を
通
し
て

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
刈
作
業
と
枯
損
木
を
除
伐
し
て
、「
長
瀞
ア
ル

プ
ス
」
を
魅
力
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
す
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

心
豊
か
な
人
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
は
、
幼
児
・
学
校
教

育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
歴

史
・
文
化
の
伝
承
な
ど
の
施
策
が
中
心
で
す
。

　

当
町
も
少
子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
教
育
環
境
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
外
国
人
講

師
に
よ
る
語
学
指
導
や
異
文
化
と
交
流
す
る
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
す
る
小
中

　

ま
た
、
中
長
期
に
わ
た
り
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
福
祉
事
業

を
展
開
す
る
た
め
、
高
齢
者
福
祉
と
介
護
事
業
、
障
害
者
福
祉
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
い
っ
た
福
祉
分
野
の
事
業
計
画
の
策

定
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
各
種
検
診

や
健
康
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
事
業
を
今
年
度
も

実
施
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
業
を
行
っ
て
も
、
医
療
給
付
費
の
増
加
傾
向
は

続
い
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
制
度
の
運
営
は
厳

し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
や
介

護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
基
盤
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
に
対
し
て
制
度
の
見
直
し

や
充
実
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
農
林
業
と
商

工
業
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
に
関
す
る
施
策
が
中
心
で
す
。

　

全
国
的
な
問
題
で
あ
る
農
林
業
者
の
後
継
者
不
足
と
遊
休
農

地
の
増
加
は
、
当
町
で
も
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
の
政
策
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
当
町
で
も
解
決
に

向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
入
学
祝
金
の
支
給
、
育
英
奨
学
金
と
入
学
準
備
金
、
さ
ら

に
学
校
給
食
費
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
が
心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

生
涯
を
通
じ
て
意
欲
的
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
施
設

の
維
持
管
理
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
の
行

政
へ
の
参
画
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
、
住
民
に
開
か
れ
、

か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
で
き
る
行
政
の
確
立
に
関
す
る

施
策
が
中
心
で
す
。

　

地
域
の
特
性
を
活
か
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導

の
行
政
か
ら
そ
の
地
域
に
精
通
し
た
人
た
ち
と
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
性
別
や
年

齢
に
隔
た
り
な
く
、
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
よ
う
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
を
通
し
て
地
域
力
の
再
生
を
図
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
行

財
政
情
報
の
提
供
が
必
須
で
す
の
で
、
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
関
す
る
事
業
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
、
国
や
県
の
政
策
判
断
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
影

響
を
受
け
、
当
町
を
と
り
ま
く
情
勢
に
も
変
化
が
生
じ
る

状
況
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
時

勢
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
行
財
政
を

堅
実
に
運
営
す
る
手
腕
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
継
続

的
に
事
務
改
善
す
る
気
概
を
持
っ
て
こ
と
に
当
た
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心豊かな人をはぐくむまちづくりの主な事業
事　業　名 金　　額

学校コンピュータ整備事業 668万8千円
学校施設等改修事業 893万円
国際理解教育・英語講師派遣事業 375万3千円
さわやか相談員配置事業 186万4千円
特別支援教育学校支援員事業 557万2千円
小中学校入学祝金支給事業 305万円
私立幼稚園就園奨励費補助事業 566万1千円
育英奨学金・入学準備金貸与事業 408万円
学校給食施設維持管理事業 4,172万8千円
小・中学校施設管理事業 1,726万6千円
公民館管理運営事業 1,236万1千円
体育施設管理事業 154万7千円

活力のある産業を育てるまちづくりの主な事業
事　業　名 金　　額

観光振興支援事業 750万円
観光施設管理事業 614万4千円
インフォメーション事業 350万円
花いっぱい推進事業 125万7千円
花に触れ合う「花の里」管理事業 116万円
緑の村管理事業 608万5千円
桜管理事業 100万円
農業振興対策事業 292万3千円
住宅リフォーム等資金助成事業 80万円
町商工会補助事業 500万円
里山・平地林再生事業 3,240万円
中小企業経営対策利子補給事業 320万円

町民と行政との協働によるまちづくりの主な事業
事　業　名 金　　額

広報紙発行事業 251万6千円
借入資金償還事業 3億1,377万9千円
区長会事業 626万6千円
ちちぶ定住自立圏事業 1,000万円
固定資産評価替事業 1,597万9千円
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◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
25
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
，
２
９

３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
32
億
２

９
３
万
７
千
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
を
２

月
19
日
付
で
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
に

関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

◇
長
瀞
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

◇
長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◇
長
瀞
町
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
長
瀞
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
制
定
又
は
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
法
改
正
に
よ
る
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
，
９
６
９
万
４

千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
31
億
５
，
３
２

４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
４
６
５
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
10
億
３
２
５
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
８
８
万
２
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
６
億
８
，
３
９
６
万

９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
４
６
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
８
，
７
１
１
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

新
年
度
予
算
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
予
算
の

概
要
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に

つ
い
て

　

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

野
上
下
郷
及
び
井
戸
地
内
の
路
線
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど

18
議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
報
告

　

３
月
12
日
㈬
、
13
日
㈭
に
平
成
26
年
第
１
回
長
瀞
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長

提
出
議
案
18
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
名
の
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

　「ふるさと長瀞応援寄附」について、ホームページや広報誌でＰＲし寄附を募ったところ、12名の方から
総額37万円のご寄付をいただきました。ご寄附をいただいた皆様に、厚くお礼申し上げます。この寄附金は、
ご寄附いただきました皆様のご意志を反映し、次に掲げる平成26年度の事業に活用させていただきます。
　　　　快適な環境と安心して暮らせるまちづくり事業　　道路環境整備事業　　　　　　２９万円
　　　　健康で生きがいのあるまちづくり事業　　　　　　子育て支援事業　　　　　　　　３万円
　　　　活力ある産業を育てるまちづくり事業　　　　　　花いっぱい推進事業　　　　　　４万円
　　　　心豊かな人をはぐくむまちづくり事業　　　　　　生涯学習・生涯スポーツ事業　　１万円

※氏名・寄付金額公表の了承をいただいた方　五十嵐春治様 ２万円、川崎学様 １万円、野村和彦様 ３万円

 問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２２

44  ふるさと長瀞応援寄附ふるさと長瀞応援寄附  44

◇
介
護
保
険
要
支
援
者
へ
の
保
険
給
付
を
継
続
す

る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

請
願
者

　
　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組
合

　
　

秩
父
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

坂
口
久
美
子

　

総
務
常
任
委
員
会
に
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

し
て
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
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　当町のまちづくりの基本となる、平成26年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　一般会計の予算額は、32億6,169万３千円で、前年度と比較すると、２億5,009万５千円（8.3％）の増額となりました。
　今年度予算は、国・県支出金や地方消費税交付金が増加したものの、町税や地方譲与税などの減収が見込まれる厳しい財
政状況の中、一般行政経費の見直しと削減を図りつつ、予算の硬直化に対応するため、事業ごとに査定を行う「一件査定方
式」により、必要な事業に重点的かつ効率的な予算配分を行いました。

自
主
財
源

40.4％

依
存
財
源

59.6％

町税

繰入金

8億3,911万7千円（25.7％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

3億1,149万7千円（9.6％）

5,000万円（1.5％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 10億円（30.7％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

町債 3億2,620万円（10.0％）
建設事業の財源に充てるため借り入れるもの

県支出金 1億8,863万2千円（5.8％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

国庫支出金 2億9,447万5千円（9.0％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

その他 1億3,480万1千円（4.1％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億1,697万1千円（3.6％）その他

民生費 8億2,685万1千円（25.3％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

衛生費 4億8,165万4千円（14.8％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 3億1,378万円（9.6％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億7,155万5千円（8.3％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

消防費 1億5,712万4千円（4.8％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

土木費 3億3,852万円（10.4％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

農林水産業費 6,137万9千円（1.9％）
農林業の振興のために使われる経費

議会費 4,161万円（1.3％）
議会の運営のために使われる経費

商工費 3,297万4千円（1.0％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

その他 582万円（0.2％）

（　）内は構成比

総務費 7億3,042万6千円（22.4％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

◎歳　出 ◎歳　入

32億6,169万3千円（前年度比 ＋ 8.3％）
一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
9億124万7千円
（前年度比　△2.6％）

介護保険特別会計
7億2,043万4千円
（前年度比　＋8.4％）

後期高齢者医療特別会計
9,102万5千円

（前年度比　＋6.3％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまい
ります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

平成 年度当初予算の概要平 予算の平成26年度当初予算の概要平成26年度当初予算の概要 町民とともに進める
　　　　　まちづくり
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　平成２５年度長瀞町スポーツ賞授与式が、受賞者３５名が参
加し、中央公民館で開催されました。金賞には、個人９名と２
団体、銀賞は個人７名と３団体が選ばれました。
　式典最後には、受賞者を代表して功労賞受賞の山

やま

本
もと

敏
とし

夫
お

氏 
（ソフトボール協会）より受賞者を代表してお礼の言葉を述べ
られました。 【３月８日】

スポーツ賞授与式

大雪による損害家屋などの固定資産税の減免
　２月１４日㈮からの記録的な大雪により損壊した家屋や償却資産について、被害の程度によって固定資産税
が減免される場合があります。
　なお、家庭用カーポートなどの固定資産税が課税されていない構築物の減免はありません。

　対　象　大雪による被害で全壊状態となり、使用不能となった家屋や償却資産
　内　容　平成２６年度の固定資産税
　申請等　 ４月３０日㈬までに「町税減免申請書」を、被害状況の分かる写真を添付し、税務課に提出して
　　　　　ください。後日、調査のうえ決定します。

 　 問合せ 　税務課資産税担当　☎６６・３１１１　内線１１3

　平成２５年度交通安全功労者等表彰式
が、県知事公館で行われ、町交通指導員
の野

の

村
むら

千
ち

代
よ

子
こ

氏が交通安全功労者として
表彰されました。 【２月７日】
　野村氏は、平成１５年４月に町交通指

導員に委嘱さ
れ、１０年間
町交通安全の
推進に献身的
に尽力された
ことが評価さ
れ、今回の受
賞となりまし
た。

県交通安全功労者表彰

　桑
くわ

山
やま

紀
のり

彦
ひこ

氏による「地球のステージパートⅣ～果
てなき回帰」が中学校体育館で開催されました。
 【２月１４日】
　桑山氏の歌と戦地や被災地の話、映像の世界に中
学生は引き込まれていました。
　桑山氏は「背筋をピンと伸ばし、自分をジッと見

つめる中
学生にと
ても感動
した。」と
感想を述
べていま
した。

地球のステージ

　交通安
全の日キ
ャンペー
ンが、宝
登山ロー
プウェイ
山麓駅で
行われ、
交通安全
団体の皆さんなどが参加し、多くの観光客に啓発活
動を行いました。 【２月１０日】
　毎月１０日は交通安全の日です。県、警察、町、
交通関係団体などが中心となり、県民総ぐるみの運
動として交通安全活動を推進しています。

交通安全の日キャンペーン

功労賞の山本氏 金賞受賞者一同
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　皆野・長瀞上下水道組合では、清潔で快適な生活環境の実現と美しい水環境を保全するため、公共下水道の
整備を進めています。単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換することで、川への汚れを１／８に減らすこ
とができます。申込みの手続きは下記の指定工事店に依頼してください。

浄化槽市町村整備型事業指定工事店一覧
工　事　店　名 電話番号 工　事　店　名 電話番号

シンテック㈱ ６６・０４５７ 黒澤窯業㈲ ６２・０１５２
㈲浅見管工 ６５・０５３６ ㈲髙橋工務店 ６６・１１１８
㈱一志工業 ６６・３０４３ ㈱岡田工務店 ６２・３２３６
㈱中村工務店 ６２・０４５８ ㈲長瀞土木 ６６・２４８７
町田鉄工所 ６２・０３０４ ㈲秩北給排水サービス ６６・２２１１
㈲新井水道設備 ６２・４５２５ 樋口水道設備 ６６・２０３５
㈲黒澤鉄工所 ６２・０１２６ 髙田電気興業 ６６・２６０５
㈲河内電設 ６２・０７５４ ㈲伊藤衛生社 ６２・０５２８
㈱ヒマワリ建設 ６６・３０６１ ㈲黒澤水道設備（皆野支店） ６２・４６８６
金室住宅設備工事店 ６２・５３９５ 添田設備 ６６・１６９３

 問合せ 　皆野・長瀞上下水道組合（長瀞浄化センター内）　☎６６・０７４７

浄化槽市町村整備型事業指定工事店のお知らせ浄化槽市町村整備型事業指定工事店のお知らせ

平成２６年４月からペースメーカや人工関節等を入れた方に対する
身体障害者手帳の認定基準が変わります

◎ペースメーカ等を入れた方（心臓機能障害）見直しの概要
・平成２６年３月まで
　一律１級に認定
・平成２６年４月から
　ペースメーカや体内植え込み型除細動器への依存度、日常生活活動の制度の程度（身体活動能力：メッツ）
を勘案して１級、３級又は４級に認定（３年以内に再認定が必要）
※先天性疾患により体内に入れた方及び人工弁移植・弁置換した方については、従来どおり一律１級認定

◎人工関節等を入れた方（肢体不自由）見直しの概要
・平成２６年３月まで
　【股関節・膝関節】一律４級に認定
　【足関節】一律５級に認定
・平成２６年４月から
　【股関節・膝関節】４級、５級、７級、非該当のいずれかに認定（術後経過の安定した時点で認定）
　【足関節】５級、６級、７級、非該当のいずれかに認定（術後経過の安定した時点で認定）
※ただし、平成２６年３月末までに診断書・意見書が作成された方については、同年６月末までに申請すれば
従来の基準で認定されます。

 問合せ 　県総合リハビリテーションセンター　☎０４８・７２５・０２１６　
　　　　　健康福祉課福祉担当　　　　　　　　☎６６・３１１１　内線１３２

　町内産業の活性化及び町民の居住環境の向上を図るため、住宅リフォーム資金の一部を助成します。
対 象 者　工事を町内業者に請け負わせる方であって、次の①から④までの要件を全て満たす方。
　　　　　①助成金の申請時に町内に居住し、町の住民基本台帳に登録されている方。
　　　　　②対象となる住宅を町内に所有し、かつ、当該住宅に居住されている方。
　　　　　③町税を滞納していない方。
　　　　　④対象となる工事について、町が実施している他の同様の補助金又は助成金の交付を受けていない方。
対象工事　申請時に未着工であり、工事費が２０万円以上（税別）で、次に掲げるもの。
　　　　　①住宅の内外装の修理又は修繕に係る工事
　　　　　②住宅の増改築又は間取りの変更に係る工事
　　　　　③居室、浴室、玄関、台所、トイレ等の改良工事
助 成 額　５万円
注意事項　対象工事であっても、町の交付決定前に着手した工事は助成対象外です。
 　 問合せ 　産業観光課産業観光担当　内線２３４

ご利用ください！住宅リフォーム資金助成制度ご利用ください！住宅リフォーム資金助成制度
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　調査にご協力いただき、大変ありがとうございました

　この調査は、平成２３年度から２５年度にかけて行い、町内に在住する６５歳以上の方の生活や身体に

関することなどを把握するために行いました。その一部を報告させていただきます。

　この調査により、単身高齢者数は、２２９人と高齢者の９．２％が一人暮らし、高齢者世帯の人数は、

６３７人で、２５．７％です。高齢者のみで暮らしている方は、８６６人と高齢者の３６．４％を占めてい

ます。また、介護の必要ない方は、１，５４５人で、６２．４％を占め、比較的元気で自立した高齢者が多

いことがわかりました。

ニーズ調査回収状況

 回収数 発送者数 回収率 高齢者数

対象者 2,134人 2,462人 86.7% 2,477人 H26.2.1現在

単身高齢者・高齢者世帯の人数

 単身高齢者数 高齢者世帯人数

把握数 229人 637人

介護の状況

 介護の必要はない 受けていない＊1 受けている＊2

把握数 1,545人 76人 222人

＊1　何らかの介護は必要であるが受けていない。　＊2　介護を受けている。

簡単！減塩レシピ簡単！減塩レシピ

「とろろ昆布と豚肉のロール巻き」
～とろろ昆布の旨みを生かした、減塩スピードメニュー～

更 生 相 談

　身体障害者の更生援護に必要
な専門的な知識・技術について
の相談及び指導を実施していま
す。補装具の処方及び適合判定、
施設入所の判定、その他医療相
談を無料で受けることができま
す。
 ・手足、体の障害の相談
　４月１４日㈪
　熊谷児童相談所
 ・聴覚障害の相談
　４月２４日㈭
　熊谷児童相談所
　予約制ですので、早めに健康
福祉課福祉担当へご連絡くだ
さい。

●豚もも肉（薄切り） ………… １６０ｇ

●とろろ昆布……………………… 約３ｇ

　　●めんつゆ（３倍希釈） … 大さじ１

　　●酒………………………… 大さじ１

●柚………………………適量（お好みで）

●大葉……………………適量（お好みで）

Ａ {

❶ 豚もも肉（薄切り）の上にとろろ昆布を 
１枚のせる。

※とろろ昆布は、旨み成分が多く、又食物繊
維やカルシウムも多い食品です。（食物繊
維はごぼうの５倍・カルシウムは牛乳の７
倍といわれています。お好みで柚皮や大葉
をはさんでも美味しい。）

❷①を巻いて、巻き終わりを下にし、皿に並
べる。

❸②にAの調味料をかけ、ラップをし、電子
レンジ５００Ｗで４～５分蒸す。

カロリー155kcal
たんぱく質16.8ｇ
塩分0.9ｇ（１人分）

材料（２人分） 作り方

管理栄養士のおすすめ！

高齢者日常生活圏域ニーズ調査の結果を報告
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募　集
第３５回はつらつ長瀞ゴルフ大会

と　　き　５月６日（火・休日）
場　　所　埼玉長瀞ゴルフ倶楽部
対 象 者　 町内在住在勤者及び当町関

係者
参 加 費　２，５００円
プレー費　８，２００円（昼食代込）
競技方法　新ペリア方式
申込期限　４月２０日㈰
申込み・問合せ
　　　　　ゴルフ大会事務局
　　　　　（黒沢ガラス店）
　　　　　Ｂ６６・３２４６

ホストファミリー
　ワンナイトステイ事業（１泊２日）
として、外国人の日本語教師を受け入
れていただけるご家庭（ホストファミ
リー）を募集しています。

対　象　日 申込期限
６月　７日㈯～　８日㈰ ４月１８日㈮
７月２６日㈯～２７日㈰ ６月１２日㈭
８月　９日㈯～１０日㈰ ７月　３日㈭
問合せ　総務課自治振興担当
　　　　☎６６・３１１１　内線２１５

県食品表示調査員
対　象　県内在住で２０歳以上の方
任　期　平成２６年６月～２７年３月
内　容　 食品販売店で買物を通して食

品の表示を確認し、定期的に

報告（年間２０店舗程度）
謝　金　報告に応じ年間６，０００円
定　員　１００名（選考あり）
申込み　 ４月２１日㈪（必着）までに、

はがき、ＦＡＸ又は電子メー
ルで、住所、氏名（フリガナ）、
電話番号、年齢、職業、応募
理由（１００字程度）を明記
のうえ、県農産物安全課に申
込んでください。選考結果は
５月末までにお知らせします。

その他　６月中旬に研修会を行います。
申込み・問合せ
　県農産物安全課総務・ＪＡＳ法担当
　〒３３０－９３０１
　さいたま市浦和区高砂３－１５－１
　☎０４８・８３０・４１１０
　Ｂ０４８・８３０・４８３２
　Ｈa4070-06@pref.saitama.lg.jp

お知らせ
 土地・家屋台帳の閲覧方法が

　変更になります
　土地・家屋台帳の閲覧方法が、今年
度から変更になります。
　これからは、年度の属する年の初日
（今年度であれば、平成２６年１月１
日㈬）現在のみの情報（所在地番、登
記地目、地積、所有者住所・氏名等）を、
大字ごとに一覧にした台帳を用意しま
すので、そちらを閲覧していただくこ
とになります。今までと異なり、共有
者や過去の履歴を閲覧したい場合には、
別途対応になります。閲覧に対する手

数料は、今までと同様に１冊あたり
２００円です。
問合せ　税務課資産税担当
　　　　☎６６・３１１１　内線１１３

長瀞桜のライトアップを
　実施します
　町観光協
会では、町
の花でもあ
り、日本桜
の名所百選
に選ばれて
いる桜のラ
イトアップ
を２か所で
開催します。
是非、足を
お運びいた
だき春をお楽しみください。
■北桜通りライトアップ（ソメイヨシノ）
期　間　４月１日㈫～１５日㈫
時　間　午後５時～９時
費　用　無料
その他　 桜のトンネルで有名な北桜通

りの一部をライトアップし、
夜桜をお楽しみいただけます。
車にご注意ください。

■長瀞通り抜けの桜ライトアップ
　（ヤエザクラ）
期　間　４月１５日㈫～３０日㈬
時　間　午後５時～９時
費　用　２００円（観光協力金として）
　　　　※ 午前９時から午後５時までも

観光協力金をいただきます。
その他　 宝登山の麓にある不動寺周辺

の八重桜、約５００本をご覧
いただけます。こちらの八重
桜は、ウコンやギョイコウ等
珍しい八重桜が３０種類ほど
あり、色とりどりの花を観賞
できます。

※ ライトアップや見頃の日程は開花の
状況により変更になる場合がありま
すので、町観光協会にお問い合せく
ださい。
問合せ　㈳長瀞町観光協会
　　　　☎６６・３３１１

遺言の日記念相続問題相談会
　埼玉弁護士会では、遺言の日を記念
して、弁護士が無料で遺言及び相続に
関する法律相談に応じます。
日　時　 ４月１９日㈯午後１時～４時
　　　　受付は午後３時３０分まで
場　所　埼玉弁護士会館法律相談センター
申込み　不要
問合せ　埼玉弁護士会館法律相談センター
　　　　☎０４８・７１０・５６６６

　４月１日㈫から、中央公民館の業務が一部変更になりました。

中央公民館 教育委員会事務局（役場３階）

公民館関係
社会教育関係

文化財保護関係
社会体育関係

　平成２５年度まで中央公民館で行っていた文化財保護関係及び社会体育
関係の業務が教育委員会事務局に移転しました。
　なお、社会体育施設の使用申込みや の貸出しは、今まで同様に中央公
民館で受付けますが、教育委員会事務局でも受付けますので、ご都合に合
わせてご利用ください。

 問合せ 　教育委員会事務局　☎６６・３１１１　内線３０４

中央公民館業務の変更について
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今月今月のの
介護保険料介護保険料

■特別徴収（平成２６年度第１期）※今月支給される年金から天引きされます。

■普通徴収（平成２５年度随時第２期）※納期限は４月３０日㈬です。
　※口座振替をご利用の方は４月２８日㈪が振替日となりますので、残高をご確認

ください。
　※介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか。介護保険料を滞納すると、

滞納期間に応じて保険給付の制限を受ける場合があります。介護サービスが必
要となったときに安心してサービスを利用できるよう、保険料の納付にご協力
をお願いします。

 問合せ 　健康福祉課介護保険担当　☎６６・３１１１　内線１２４

　国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります。

　メリット１…保険料を一部納付したのと同じ
　　　　　　　 　免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して３分の１（将来は

２分の１）となります。

　メリット２…万が一の際にも確かな保障
　　　　　　　 　病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの

遺族年金など、免除承認期間は、支給対象の期間とされます。

　メリット３…本人所得を除外して審査
　　　　　　　 　特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、

保険料の納付が免除されるものです。（配偶者、世帯主に一定以上の所得があるとき
は、保険料免除が認められない場合があります。）

免除の承認期間
　毎年７月から翌年６月までです。

注意：一度納付された国民年金保険料は免除申請書を提出されても返納できません。
　　　退職（失業）特例免除は毎年申請になります。

※手続きに必要なもの
　①年金手帳又は基礎年金番号がわかるもの（納付書など）
　②印鑑（本人が署名する場合は不要）
　③ 失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票など）
コピーでも可

※手続き先
　秩父年金事務所又は役場町民課

 問合せ 　秩父年金事務所　☎２７・６５６０

退職（失業）による特例免除があります退職（失業）による特例免除があります

通常の場合　→　申請者本人の所得　申請者配偶者の所得　世帯主の所得
特例の場合　→　申請者本人の所得　申請者配偶者の所得　世帯主の所得
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　７０歳から７４歳までの方の窓口負担が、４月１日㈫から見直されます。なお、一定の所得があ
る方は、これまでどおり３割負担です。

○平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方
　（誕生日が昭和１９年４月２日以降の方）
　７０歳の誕生月の翌月（１日が誕生日の方はその月）の診療から、窓口負担が２割になります。

○平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方
　（誕生日が昭和１９年４月１日までの方）
　平成２６年４月以降も窓口負担は１割のまま変わりません。

 問合せ 　町民課給付担当　☎６６・３１１１　内線１２３

国民健康保険国民健康保険
７０～７４歳の方の窓口負担が見直されます７０～７４歳の方の窓口負担が見直されます

　子育て家庭の応援、少子高齢化対策として、紙おむつ排出用ごみ袋（指定有料ごみ袋）を支給します。

対 象 者　０歳から３歳の誕生月までの乳幼児又は町の「紙おむつ支給事業」対象者

支給枚数　１人につき可燃ごみ２０ℓ袋(中型)を１か月５枚、年間６０枚
　　　　　※申請月からの支給になりますので、４月中にお越しください。

配付方法　・健康福祉課窓口で配付します。
　　　　　 ・乳幼児での対象の方は、世代間交流支援センター「ひのくち館」でも配付します。
　　　　　　（ひのくち館は午前中のみ）

そ の 他　乳幼児での対象の方は、町から配付された支給カードを持参してください。

 問合せ 　健康福祉課福祉担当　☎６６・３１１１　内線１３３

指定有料ごみ袋を支給します指定有料ごみ袋を支給します

R
R
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税務課・町民課窓口
●窓口業務延長日　午後７時まで時間延長
　４月４日・18日、５月２日㈮

●日曜開庁日　午前９時～午後５時
　４月27日㈰
◆税務関係諸証明の交付　◆納税　◆住民票の交付
◆戸籍謄本・抄本の交付　◆印鑑登録、印鑑証明書の交付
※住基ネットを利用した住民票の広域交付はできません。

税務課・町民課窓口
●窓口業務延長日　午後７時まで時間延長
　４月４日・18日、５月２日㈮

●日曜開庁日 午前９時～午後５時
　４月27日㈰
◆税務関係諸証明の交付　◆納税　◆住民票の交付
◆戸籍謄本・抄本の交付　◆印鑑登録、印鑑証明書の交付
※住基ネットを利用した住民票の広域交付はできません。

人のうごき　平成26年3月1日現在
２月中の届出

人　口 7,685人(- 5) 転　入 40人
男 3,749人(- 9) 転　出 33人
女 3,936人(+ 4) 出　生 2人 (男1人・女1人)
世帯数 2,885戸(+ 8) 死　亡 14人 (男8人・女6人)

休日診療所
診療時間：午前10時～午後５時

在宅当番医
診療時間：午前９時～午後６時

４月６日

医師会休日診療所
（内・小）
熊木町

☎23－8561

南須原医院（内・外）　　　　　　長瀞町　　☎66－2038
４月13日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎75－2332
４月20日 健生堂医院（外・内）　　　　　　東町　　　☎22－0270
４月27日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎75－2332
４月29日 松本クリニック（内）　　　　　　日野田町　☎22－3000
５月３日 あらいクリニック（内・小）　　　本町　　　☎25－2711
５月４日 横田内科・呼吸器科クリニック（内・呼）　小鹿野町　☎72－7447
５月５日 あさひ診療所（内・外）　　　　　本町　　　☎21－5001
５月６日 秩父生協病院（内）　　　　　　　阿保町　　☎23－1300

◆初期救急医療◆
　入院の必要がなく外来で処置できると思われる帰宅可能な救急患者

◆二次救急医療◆
　入院治療を必要と思われる救急患者、救急車にて搬送された重症救急患者
診療時間：午前８時30分～翌日の午前８時30分

４月６日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
４月13日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
４月20日 秩父市立病院　桜木町　☎23－0611
４月27日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
４月29日 秩父市立病院　桜木町　☎23－0611
５月３日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
５月４日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
５月５日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
５月６日 秩父市立病院　桜木町　☎23－0611
※午後６時以降は、必ず電話で確認のうえ受診
　してください。

○平日、休日の救急医療体制につい
ては秩父郡市医師会ホームページ
でもご確認いただけます。

　http://chichibu-ishikai.jp/
○医療機関の都合で変更になること
があります。

　秩父消防署北分署
　☎62・7119でご確認ください。
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課　　名 主　　な　　業　　務

総 務 課 庶務、人事、コミュニティ、交通、消防、防災、
選挙管理委員会、公平委員会

企画財政課 企画、統計、情報政策、広報、予算、財産管理、
庁舎管理、入札

税 務 課
町税の徴収・相談・諸証明、町民税、
固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、
固定資産評価審査委員会

町 民 課

戸籍・住民・印鑑登録、国民年金、
こども・ひとり親・重度心身障害者医療費、
国民健康保険、後期高齢者医療、
公害、犬の登録、ごみ、自然公園

健康福祉課
各種健（検）診、予防接種、母子保健、献血、
高齢者・障害者・児童福祉、社会福祉、
介護保険、地域包括支援センター

産業観光課 観光振興、農林水産業振興、商工業振興、
消費者行政、農業委員会

建 設 課 町道の新設改良及び管理、町営住宅、建築確認

※税務課、町民課及び健康福祉課の業務内容は変更ありません。

各課の主な業務内容


